






26 2026. winter  1・2・3
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ここでは、複合型の福祉施設プロジェクトにおける、運営者と初期段

階から一貫して密接に関係し、コンセプトシートを作り、これを持って

助成金に応募し、獲得、竣工後は利用者へのコンセプト伝授、見学ツア

ー、日常的なメンテナンスなどを行なっている建築士の立場が、応募対

象となっています。審査では建築士が設計建設の前後も含め、プロジェ

クトに長く関わることで、活き活きと使われている持続的な建築となっ

ていることが高く評価されました。その一方で、そうした活動は、ボラ

ンティア活動あるいは建築士としての仕事として行なわれているのか、

持続的な仕組みが示されていないことが課題としてあげられました。産

業の歯車から自律し、建築の文化を耕すこと、それにはいろいろな工夫

が必要です。もしそれをすでに見つけているのであれば、この賞で、建

築士の生き方として皆に共有してほしいし、まだ過程であれば、ぜひそ

のことに挑戦してもらいたいと思いました。

貝島 桃代
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街場の電気施工会社の社長との偶然の出会いをきっかけに、必要最

低限の資材と、そこにいるメンバーで無理なく作れる技術を駆使しな

がらともに拠点を作っていくプロジェクト。請負プロジェクトの「商

品」として使われた材料が巡り巡って自分たちの空間をつくる「資源」と

なったり、拠点の設えとして使われていた部材が一時的に借り出され

「商品」となったりするなど、ものの循環がいたって自然に行われてい

る。建築部材や材料は建築に設えられることでその使命が確定したよ

うに思いがちだが、実はいっときそこに在るだけで、その可能性は常に

保留されている。そう思えば世界はすべて倉庫のようなものであり、翻

ってこの「Senju Motomachi Souko」が地続きな拠点であることが

再認識できる。

宮崎 晃吉
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もともと縁もゆかりも無かった土地で、地権者との出会いを通じて空き

家や未利用空間を使って地域住民とともに進められているプロジェクト。

コロナ禍ではじまったという時期からも、建築士としてというよりも、等

身大の必要に駆られてはじまったプロジェクトであることが察せられる。

まずは小さな出来事からでも、始めてみるとその出来事がきっかけとなっ

て「芋づる式」に出来事が連鎖していくのは私も大いに共感できるところ。

そんな偶然を受け入れる構えと時間への向き合い方を持ってすれば自分

たちの知らないところまでその余波が届くことを証明してくれている好

事例であると評価された。

宮崎 晃吉
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川崎市武蔵新城エリアで活動を開始した設計事務所が、入居する建物

のオーナーと一緒に、部屋の改修から外構の改修といった小さな建物内

外のリノベーションを、隣接・近接する場所で 7 年ほどエリアリノベー

ションを実践した。こうした設計事務所が、今度は川崎市の橘公園を対

象とする ParkPFI 事業の事業主体となり、地域活動のプラットフォーム

を市に提案し、設計事務所自体がその管理運営を担うようになった。長

く使われていなかった公園管理事務所を改修し、小さな複合施設とする

と同時に、その 2 階に管理者兼設計事務所として入居しながら、公園の

活性化を担う。設計事務所ならではの、責任あるエリアリノベーション

への展開例として高く評価したい。

大月 敏雄
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佐竹雄太さんは、「創造系不動産」でリーダー的存在として経営や事業

開発に深く関わった後、2021 年に「アラウンド・アーキテクチャー」を

設立し、今に至っています。建築士というスキルを活かして、建築と社

会の間を媒介することにおいては、創造系不動産での活動と連続してい

るけれど、前者では不動産実務を建築的に拡張するという立場にあった

のに対して、現在は逆に、建築を社会に広げるという立場にシフトして

いることが特筆されます。設計はしない。事務所名が示すとおり「建築

のまわり」にあることに徹して、さまざまな方面から建築を支え、広げ

る活動を行い、すでに「大宮氷川町家」など、大きな成果を上げられてい

て、その軽やかなステップで、日本型の建築士の職能の拡張をさらに進

められていくことを期待しています。

青木 淳
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応募者の内訳は、カフェバー運営メンバー5人（設計事務所と企画・編集

の制作会社スタッフ）と、大江宏設計の梅若能楽堂を研究する2名。応募者

からの資料によると、「メンバーの親族が能楽堂オーナーと知り合いで紹介

を受け、独立したばかりのkatomonoi（設計事務所）が、初めはオーナーの

建築まわりの御用聞きをしていた。」その延長として、能楽堂敷地の一角に

建設するマンションのテナント探しをしていた際、一層のこと自分らでカ

フェバーを運営しようということになった。若い建築士たちが、建築という

共通言語を基盤に、テナントサイドとして、研究者として、活動拠点を自ら

形成しながら、町と建築の応援団を形成するモデルとして評価できる。

大月 敏雄
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